
(57)【要約】

【課題】　ＲＦＩＤタグを電池パックに取り付けて廃棄

回収時に必要な生産情報、販売情報、動作履歴情報を記

憶させることにより、リサイクルや製品の品質性能の改

良に役立たせると共に、万一使用時にトラブルが生じた

場合に、その要因の解明にも役立たせることのできるよ

うにした電池パックを低コストで提供する。

【解決手段】　充電器７から内部の電池セル４に充電さ

れた電力を外部の機器８に供給する電池パック１におい

て、外部から非接触状態で読み書きできるＲＦＩＤタグ

３を備え、このＲＦＩＤタグ３に充電時の動作管理デー

ターを含む動作履歴情報と電池パック１の生産流通情報

が記憶され、前記充電器７にＲＦＩＤタグ３の情報を読

み取る手段並びにＲＦＩＤタグ３に情報を書き込む手段

が設けられている構造。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
充 電 器 か ら 内 部 の 電 池 セ ル に 充 電 さ れ た 電 力 を 外 部 機 器 に 供 給 す る 電 池 パ ッ ク に お い て 、
非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備 え 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 充 電 時 の 動 作 管 理
デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電 池 パ ッ ク の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、 前 記 充 電 器 に 搭
載 さ れ た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 に
よ り Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 が 読 み 書 き さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー は 電 池 セ ル の 残 存 容 量 、 充 電 回 数 並 び に 各 充 電 時 に お け
る 初 期 電 圧 並 び に 末 期 電 圧 の 情 報 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 動 作 履 歴 情 報 は 更 に 放 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 み 、 前 記 外 部 機 器 に 搭 載 さ れ た
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 に よ り Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 が 読 み 書 き さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 放 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー は 電 池 セ ル の 残 存 容 量 、 各 放 電 時 に お け る 初 期 電 圧 並 び
に 末 期 電 圧 の 情 報 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 生 産 流 通 情 報 は 電 池 パ ッ ク の 形 式 、 製 造 年 月 日 、 製 造 会 社 名 、 製 造 番 号 、 出 荷 年 月
日 、 販 売 会 社 名 、 販 売 年 月 日 、 ユ ー ザ ー 名 の い ず れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 池 パ ッ ク は 温 度 計 を 備 え 、 充 電 器 又 は 機 器 に 接 続 し た 時 の 電 池 セ ル の 動 作 温 度 を
動 作 履 歴 情 報 と し て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 記 憶 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
電 池 パ ッ ク と 充 電 器 と か ら な り 、 充 電 器 か ら 電 池 パ ッ ク 内 部 の 電 池 セ ル に 充 電 す る 電 池 パ
ッ ク 充 電 シ ス テ ム に お い て 、 電 池 パ ッ ク は 非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備
え る と と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電
池 パ ッ ク の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、 充 電 器 は Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ ッ ク 充 電 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ８ 】
電 池 パ ッ ク と 充 電 器 と 外 部 機 器 と か ら な り 、 充 電 器 か ら 電 池 パ ッ ク 内 部 の 電 池 セ ル に 電 力
が 充 電 さ れ 、 外 部 機 器 に 電 池 セ ル に 充 電 さ れ た 電 力 を 供 給 す る 際 に 放 電 す る 電 池 パ ッ ク 充
放 電 シ ス テ ム に お い て 、 電 池 パ ッ ク は 、 非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備 え
る と と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電 池
パ ッ ク の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、 充 電 器 お よ び 外 部 機 器 は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み
取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ
ッ ク 充 放 電 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン 、 電 動 自 転 車 、 電 動 工 具 、 携 帯 電 話 等 の 二 次 電 池 を 電 源 と す
る 機 器 に 使 用 さ れ る 電 池 パ ッ ク に 関 す る 。 特 に 、 こ の 電 池 パ ッ ク と 充 電 器 と の 組 み 合 わ せ
、 並 び に こ れ に 加 え て 電 池 パ ッ ク が 取 付 け ら れ る 機 器 と の 組 み 合 わ せ で シ ス テ ム 的 に 利 用
さ れ る 電 池 パ ッ ク に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 充 電 可 能 な 電 池 パ ッ ク で は 、 電 池 残 存 容 量 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 従 来 よ り
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、 電 池 パ ッ ク に 発 光 体 を 取 り 付 け 、 電 池 残 存 容 量 に 応 じ た パ タ ー ン に て 発 光 体 を 発 光 さ せ
る こ と に よ り 電 池 残 存 容 量 を 表 示 す る こ と が な さ れ て い る 。
　 こ の 場 合 、 発 光 に 必 要 な 電 力 は 電 池 パ ッ ク 自 身 の 電 力 に よ り ま か な わ れ る た め 、 電 池 残
存 容 量 の 表 示 の た め に 電 池 残 存 容 量 が 減 っ て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 余 分 な 電 力 消 費 を 減 ら す た め に 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 充 電 回 数 カ ウ ン タ
ー と 、 電 池 セ ル の 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 モ ニ タ ー と 、 電 池 セ ル の 電 池 残 存 容 量 を 算 出 す る 残
存 算 出 部 と 、 夫 々 の デ ー タ ー を 記 憶 す る メ モ リ ー と 、 メ モ リ ー に 記 憶 さ れ た デ ー タ ー を 外
部 に 向 け て 無 線 送 信 す る 無 線 タ グ と を 電 池 パ ッ ク に 設 け て 、 メ モ リ ー に 記 憶 さ れ た デ ー タ
ー を 外 部 か ら 知 る こ と が で き る よ う に し た も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ７ １ ２ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 発 明 で は 、 電 池 パ ッ ク に カ ウ ン タ ー や 電 圧 モ ニ タ ー 、 デ ー タ ー を 記 憶
す る メ モ リ ー 並 び に こ れ ら の 制 御 回 路 を 設 け る 必 要 が あ る の で 部 品 点 数 が 多 く な り コ ス ト
が 高 く つ く と い っ た 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 近 年 、 電 子 機 器 や そ の 部 品 を 廃 棄 す る に 際 し て 、 こ れ ら 商 品 を 修 理 し て 再 利 用 し
た り 、 或 い は 廃 棄 さ れ た 商 品 を 分 解 し て そ の 一 部 を 再 利 用 す る 所 謂 リ サ イ ク ル を 行 う こ と
が 資 源 の 活 用 と 環 境 負 荷 の 軽 減 を 図 る 上 で そ の 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。 こ の 廃 棄 の 際 に 、
廃 棄 商 品 が ど の よ う な 条 件 の 下 で 使 用 さ れ て き た か を 追 跡 記 録 し た 動 作 履 歴 情 報 や 流 通 情
報 を 知 る こ と が リ サ イ ク ル に と っ て 極 め て 有 効 で あ る 。 ま た 、 動 作 履 歴 情 報 や 流 通 情 報 は
製 品 の 改 良 に 貢 献 す る と 共 に 、 使 用 時 に お け る ト ラ ブ ル 要 因 の 解 明 に も 役 立 つ 。 殊 に 、 充
電 を 繰 り 返 し て 使 用 さ れ る 電 池 パ ッ ク で は 、 充 電 回 数 の み な ら ず 、 各 充 電 時 の 初 期 電 圧 並
び に 充 電 終 了 時 の 末 期 電 圧 、 充 電 時 の 外 気 温 度 、 機 器 に 接 続 し た と き の 放 電 電 圧 、 残 存 容
量 等 の 動 作 履 歴 情 報 を 知 る こ と が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 発 明 で は 、 充 電 回 数 に つ い て は 、 把 握 で き る も の の 、 電 池
パ ッ ク 廃 棄 時 に 役 立 つ 生 産 情 報 や 流 通 情 報 、 各 充 電 時 の 初 期 電 圧 並 び に 充 電 終 了 時 の 末 期
電 圧 、 使 用 時 に お け る 放 電 電 圧 等 の 動 作 履 歴 情 報 を 知 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 リ サ イ ク ル や 製 品 の 品 質 性 能 の 改 良 に 役 立 た せ る と 共 に 、 万 一 使 用 時
に ト ラ ブ ル が 生 じ た 場 合 に 、 そ の 要 因 の 解 明 に も 役 立 た せ る こ と の で き る よ う に し た 電 池
パ ッ ク を 低 コ ス ト で 提 供 す る こ と を 主 た る 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 為 に 本 発 明 で は 次 の よ う な 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 、
充 電 器 ７ か ら 内 部 の 電 池 セ ル ４ に 充 電 さ れ た 電 力 を 外 部 機 器 ８ に 供 給 す る 電 池 パ ッ ク １ に
お い て 、 非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ を 備 え 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 充 電
時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電 池 パ ッ ク １ の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、
充 電 器 ７ に 搭 載 さ れ た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書
き 込 む 手 段 に よ り Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ の 情 報 が 読 み 書 き さ れ る 構 造 と し た 。
　 す な わ ち 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ を 電 池 パ ッ ク １ に 取 り 付 け 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 廃 棄 回 収
時 に 必 要 な 生 産 情 報 、 販 売 情 報 、 動 作 履 歴 情 報 を 記 憶 さ せ て お く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と は 、 無 線 で 電 力 を 受 け て 動 作 す る 読 み 書 き 可 能 な タ グ を 意 味 し
、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 呼 ば れ る も の を は じ め 、 Ｉ Ｃ タ グ 、 無 線 タ グ と 呼 ば れ る も の を 総 称 し て
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と い う 。
　 電 池 パ ッ ク に 用 い ら れ る 電 池 セ ル の 種 類 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル カ
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ド ミ ウ ム 電 池 、 ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 な ど 2次 電 池 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク は 上 記 の ご と く 構 成 し た か ら 、 そ の 廃 棄 回 収 時 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 記
憶 さ れ た 各 情 報 を 読 み 取 る こ と に よ り 、 出 荷 か ら 回 収 さ れ る ま で ど の よ う な 流 通 径 路 を 経
て 、 ど の よ う な 使 わ れ 方 を し た か を 一 目 瞭 然 に 知 る こ と が で き 、 電 池 パ ッ ク が リ サ イ ク ル
可 能 か ど う か の 判 断 材 料 に 役 立 て る こ と が で き る 。 ま た 合 わ せ て 、 動 作 履 歴 情 報 か ら ユ ー
ザ ー に よ る 使 用 態 様 を 解 析 す る こ と に よ り 、 電 池 パ ッ ク の 使 用 モ ニ タ ー と し て 利 用 す る こ
と が で き て 製 品 の 品 質 改 良 に 役 立 つ 。 ま た 、 万 一 ユ ー ザ ー 側 で ト ラ ブ ル が 発 生 し た 場 合 、
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 解 析 す る こ と に よ っ て そ の 発 生 要 因 を 知 る こ と が で き る
。 加 え て 、 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク は 記 憶 媒 体 と し て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の み を 取 り 付 け た シ ン プ ル
な 構 造 で あ る か ら 低 コ ス ト で 提 供 で き る 、 と い っ た 種 々 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ そ の 他 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び 効 果 ）
　 上 記 発 明 に お い て 、 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー は 電 池 セ ル の 残 存 容 量 、 充 電 回 数 並 び に
各 充 電 時 に お け る 初 期 電 圧 並 び に 末 期 電 圧 の 情 報 を 含 む も の と す る の が よ い 。
　 こ れ に よ り 充 電 時 に 電 池 セ ル の 残 存 容 量 や 電 圧 が ど の 程 度 ま で 下 が っ て い た か 、 使 用 限
界 ま で 下 が っ て い な か っ た か ど う か 、 或 い は 正 し く １ ０ ０ ％ ま で 充 電 さ れ た か ど う か を モ
ニ タ ー す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 動 作 履 歴 情 報 は 更 に 放 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 み 、 前 記 外 部 機 器 に 搭 載
さ れ た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 に よ
り Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 が 読 み 書 き さ れ る よ う に し て も よ い 。
　 こ れ に よ り 外 部 機 器 ８ に 接 続 し て 使 用 さ れ て い る と き の 電 池 セ ル ４ の 放 電 状 態 の 記 録 を
リ サ イ ク ル 情 報 の 一 部 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 生 産 流 通 情 報 は 電 池 パ ッ ク の 形 式 、 製 造 年 月 日 、 製 造 会 社 名 、 製 造 番 号 、 出
荷 年 月 日 、 販 売 会 社 名 、 販 売 年 月 日 、 ユ ー ザ ー 名 の い ず れ か を 含 む も の と す る の が よ い 。
　 こ れ に よ り 廃 棄 対 象 物 と な る 電 池 パ ッ ク の 製 品 形 式 や 流 通 履 歴 に 依 存 す る リ サ イ ク ル 情
報 を Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ か ら 読 み 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 電 池 パ ッ ク は 温 度 計 を 備 え 、 充 電 器 又 は 機 器 に 接 続 し た 時 の 電 池 セ ル の 動 作
温 度 を 動 作 履 歴 情 報 と し て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 記 憶 で き る よ う に 形 成 す る の が よ い 。 通 常 、 電
池 セ ル の 充 電 効 率 並 び に 放 電 許 容 時 間 は 電 池 セ ル の 動 作 温 度 に 影 響 さ れ る の で 、 充 電 ま た
は 放 電 時 の 外 気 温 度 を 記 憶 し て お い て 廃 棄 時 に 読 み 取 る こ と に よ り 使 用 時 の 状 態 を よ り 詳
し く モ ニ タ ー す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 別 の 観 点 か ら な さ れ た 本 発 明 の 一 形 態 で あ る 電 池 パ ッ ク 充 電 シ ス テ ム は 、 電 池 パ
ッ ク と 充 電 器 と か ら な り 、 充 電 器 か ら 電 池 パ ッ ク 内 部 の 電 池 セ ル に 充 電 す る 電 池 パ ッ ク 充
電 シ ス テ ム に お い て 、 電 池 パ ッ ク は 非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備 え る と
と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電 池 パ ッ
ク の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、 充 電 器 は Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 が 設 け ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 別 の 観 点 か ら な さ れ た 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 電 池 パ ッ ク 充 放 電 シ ス テ ム は 、
電 池 パ ッ ク と 充 電 器 と 外 部 機 器 と か ら な り 、 充 電 器 か ら 電 池 パ ッ ク 内 部 の 電 池 セ ル に 電 力
が 充 電 さ れ 、 外 部 機 器 に 電 池 セ ル に 充 電 さ れ た 電 力 を 供 給 す る 際 に 放 電 す る 電 池 パ ッ ク 充
放 電 シ ス テ ム に お い て 、 電 池 パ ッ ク は 、 非 接 触 状 態 で 読 み 書 き で き る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備 え
る と と も に 、 こ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 充 電 時 の 動 作 管 理 デ ー タ ー を 含 む 動 作 履 歴 情 報 と 、 電 池
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パ ッ ク の 生 産 流 通 情 報 が 記 憶 さ れ 、 充 電 器 お よ び 外 部 機 器 は 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 情 報 を 読 み
取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 が 設 け ら れ る よ う に し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に お い て 本 発 明 に か か る 電 池 パ ッ ク に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明
に か か る 電 池 パ ッ ク の 斜 視 図 で あ っ て 、 該 電 池 パ ッ ク １ は 直 方 体 の 形 態 を な し 、 一 端 面 に
コ ネ ク タ ２ 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 電 池 パ ッ ク １ は 図 ２ 並 び に 図 ３
に 示 す よ う に 内 部 に 反 復 充 電 可 能 な 電 池 セ ル ４ と 、 電 池 セ ル の 動 作 温 度 を 計 測 す る 温 度 計
５ 、 電 流 を 測 定 す る た め の シ ャ ン ト 抵 抗 ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に は 廃 棄 回 収 時 に 必 要 な 生 産 流 通 情 報 、 動 作 履 歴 情 報 が 記 憶 さ れ る
。 こ の 生 産 流 通 情 報 は 、 流 通 過 程 で 、 製 造 会 社 や 販 売 会 社 が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 書 き 込 む こ
と に よ り 、 記 憶 さ れ る 。 生 産 流 通 情 報 は 、 具 体 的 に は 図 ４ に 示 す よ う に 電 池 パ ッ ク １ の 形
式 、 製 造 年 月 日 、 製 造 会 社 名 、 製 造 番 号 、 出 荷 年 月 日 、 出 荷 デ ー タ ー 、 販 売 会 社 名 、 ユ ー
ザ ー 名 を 含 み 、 動 作 履 歴 情 報 は 充 電 並 び に 放 電 動 作 を 示 す 動 作 管 理 デ ー タ ー 、 電 池 セ ル の
動 作 時 の 温 度 、 電 池 セ ル ４ の 残 存 容 量 、 充 電 回 数 を 含 む 。 ま た 前 記 動 作 デ ー タ ー は 電 池 パ
ッ ク １ を 充 電 器 ７ に 接 続 し た 充 電 開 始 時 に お け る 電 池 セ ル の 初 期 電 圧 並 び に 充 電 終 了 時 の
末 期 電 圧 の 数 値 と 、 電 池 パ ッ ク １ を 外 部 機 器 ８ に 接 続 し た 負 荷 状 態 に お け る 電 池 セ ル の 放
電 初 期 電 圧 並 び に 末 期 電 圧 の 数 値 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 図 ４ に お い て 、 動 作 管 理 デ ー タ の 充 電 初 期 電 圧 、 充 電 末 期 電 圧 の 後 に （ 一 回 目 ） （
二 回 目 ） （ 三 回 目 ） と 表 示 さ れ て い る の は 、 夫 々 第 一 回 目 、 第 二 回 目 、 第 三 回 目 の 充 電 を
行 っ た 際 の 初 期 電 圧 、 末 期 電 圧 を 意 味 す る も の で あ り 、 従 っ て 図 に は 表 示 さ れ て い な い が
四 回 目 、 五 回 目 と 充 電 を 繰 り 返 し て い け ば そ の 情 報 は 順 次 追 加 さ れ る こ と に な る 。 ま た 放
電 初 期 電 圧 、 放 電 末 期 電 圧 の 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 電 池 パ ッ ク １ を 充 電 器 ７ に 接 続 し た 状 態 を 示 す も の で 、 該 充 電 器 ７ は 電 池 パ ッ ク
１ と 接 続 さ れ る コ ネ ク タ ９ と 、 Ａ Ｃ 電 源 か ら の 直 流 電 気 を 交 流 電 気 に 変 換 す る ア ダ プ タ １
３ と 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段
と な る 情 報 読 取 書 込 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 情 報 読 取 書 込 機 構 は 、 電 池 パ ッ ク の Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ タ グ ３ に 対 し て 無 接 触 で 送 受 信 す る リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ と Ｃ Ｐ Ｕ か ら な る 制 御 部 １ １
を 含 み 、 該 制 御 部 １ １ は 、 電 池 セ ル ４ の 残 存 容 量 が １ ０ ０ ％ に な る ま で 充 電 を 実 行 す る と
と も に 、 充 電 初 期 に お け る 電 圧 並 び に 充 電 終 了 時 の 末 期 電 圧 の 数 値 を 、 何 回 目 の 充 電 で あ
る か を 示 す 充 電 順 位 と 共 に リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ か ら 電 池 パ ッ ク １ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き
込 む 処 理 を 行 う 。 同 時 に 電 池 パ ッ ク １ の 温 度 計 ５ で 検 出 さ れ た 電 池 セ ル の 動 作 温 度 を リ ー
ド ラ イ タ ー １ ０ か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き 込 む 処 理 を 行 う 。 こ れ に よ り 充 電 動 作 時 の デ ー
タ ー が 逐 一 モ ニ タ ー さ れ て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 制 御 部 １ １ で 演 算 検 出 さ れ
た 電 池 セ ル ４ の 残 存 容 量 値 は 表 示 部 １ ２ で 表 示 さ れ る と 共 に 充 電 初 期 並 び に 充 電 末 期 の 残
存 容 量 値 が リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 電 池 パ ッ ク １ を ノ ー ト パ ソ コ ン 、 電 動 自 転 車 、 電 動 工 具 、 携 帯 電 話 等 の 外 部 機 器
８ に 接 続 し た 状 態 を 示 す も の で 、 該 機 器 ８ は 電 池 パ ッ ク １ と 接 続 さ れ る コ ネ ク タ ９ と 、 Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ の 情 報 を 読 み 取 る 手 段 並 び に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 情 報 を 書 き 込 む 手 段 で あ る 情
報 読 取 書 込 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 情 報 読 取 書 込 機 構 は 、 電 池 パ ッ ク の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
３ に 対 し て 無 接 触 で 送 受 信 す る リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ と 制 御 部 １ ４ を 含 み 、 該 制 御 部 １ ４ は
、 充 電 さ れ た 電 池 パ ッ ク １ を 機 器 ８ に 接 続 し た 際 の 電 池 セ ル ４ の 放 電 初 期 電 圧 並 び に 放 電
末 期 電 圧 の 数 値 を 、 何 回 目 の 放 電 で あ る か を 示 す 放 電 順 位 と 共 に リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ か ら
電 池 パ ッ ク １ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き 込 む 処 理 を 行 う 。 同 時 に 電 池 パ ッ ク １ の 温 度 計 ５ で
検 出 さ れ た 電 池 セ ル の 動 作 温 度 を リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ か ら Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き 込 む 処 理
を 行 う 。 こ れ に よ り 負 荷 時 に お け る 放 電 動 作 の デ ー タ ー が 逐 一 モ ニ タ ー さ れ て Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ
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グ ３ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 制 御 部 １ ４ で 演 算 検 出 さ れ た 電 池 セ ル ４ の 残 存 容 量 値 は 表 示 部 １
２ で 表 示 さ れ る と 共 に 放 電 初 期 並 び に 放 電 末 期 の 残 存 容 量 値 は リ ー ド ラ イ タ ー １ ０ か ら Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  図 ５ は 電 池 セ ル 充 電 時 の 初 期 電 圧 と 末 期 電 圧 、 並 び に 放 電 時 の 初 期 電 圧 と 末 期 電 圧 の 推
移 の 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 一 回 目 の 充 電 が 残 存 容 量 約 ５ ０ ％ か ら 開 始 さ れ て 約 １ ０ ０
％ ま で 充 電 さ れ た 後 、 放 電 が 開 始 さ れ 、 残 存 容 量 が 約 ４ ０ ％ ま で 落 ち た 後 第 ２ 回 目 の 充 電
が 開 始 さ れ て い る 。 電 池 パ ッ ク １ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に は こ の 充 電 時 の 初 期 電 圧 と 充 電 終 了 時
の 末 期 電 圧 、 並 び に 放 電 開 始 時 の 初 期 電 圧 並 び に 放 電 末 期 電 圧 が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の ご と く 構 成 さ れ た 電 池 パ ッ ク に あ っ て は 、 そ の 廃 棄 回 収 時 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ３ に 記
憶 さ れ た 各 情 報 を 読 み 取 る こ と に よ り 、 出 荷 か ら 回 収 さ れ る ま で ど の よ う な 流 通 径 路 を え
て ど の よ う な 使 わ れ 方 を し た か を 一 目 瞭 然 に 知 る こ と が で き 、 電 池 パ ッ ク が リ サ イ ク ル 可
能 か ど う か の 判 断 資 料 に 役 立 て る こ と が で き る 。 ま た 合 わ せ て 、 動 作 履 歴 情 報 か ら ユ ー ザ
ー に よ る 使 用 態 様 を 解 析 す る こ と に よ り 、 電 池 パ ッ ク の 使 用 モ ニ タ ー と し て 利 用 す る こ と
が で き て 製 品 の 改 良 に 役 立 つ 。 ま た 、 万 一 ユ ー ザ ー 側 で ト ラ ブ ル が 発 生 し た 場 合 、 Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ タ グ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 解 析 す る こ と に よ っ て そ の 発 生 要 因 を 知 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 廃 棄 回 収 す る 際 に 有 用 な リ サ イ ク ル 情 報 を 簡 単 な 手 段 で 取 得 す る こ と が で き
る 電 池 パ ッ ク に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 電 池 パ ッ ク の 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク を 充 電 器 に 接 続 し た と き の 概 略 的 な 説 明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク を 機 器 に 接 続 し た と き の 概 略 的 な 説 明 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に お け る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 記 憶 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 電 池 パ ッ ク の 充 電 時 並 び に 放 電 時 の 推 移 を 示 す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 電 池 パ ッ ク
３ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
４ 　 電 池 セ ル
５ 　 温 度 計
７ 　 充 電 器
８ 　 外 部 機 器
１ １ 、 １ ４ 　 制 御 部 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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